
家庭 ・福祉部会

研究主題 生徒一人一人の実践力を高める指導の在 り方

1研 究 の 目 的

1昨 年 度 の 成果 と課題

家庭 科 、 福祉 科 に は 、知 識や 技術 を習得 させ る と ともに 、それ ぞれr生 活や 社会 の発 展 に

向 か う創 造 的能力 ・実践 的態 度 」(家 庭科)、r社 会 福祉 の増進 に寄与 す る創造 的能 力 ・実践 的

態 度 」(福 祉 科)を 育成す る とい う目標 が あるe昨 年 度 の 「東 京 の教育21」 家庭 ・福祉 部 会

は 、 これ らの 目標 達成 に向 け、生徒 自身 に よる到 達度評 価 及 び授 業改 善 のた めの授 業評 価 に

っ い て事 例研 究 を行い 、評価 につ い て工夫改 善 が必要 で あ る こ とを指 摘 し研 究開発 を行 った。

2本 年 度 の研究 の 目的 と研究 の進 め方

本 年 度 は 、研 究 主題 に 「生徒 一 人一人 の実 践力 を高 め る指導 の在 り方」 を掲 げ、生徒 の意

識 ・意欲 ・行動等 の 変容 に着 目 した生 徒 に よる到達度 評価 と授 業評価 の 開発 、 また校 内研 修 会

等 で使 用 で きる よ うに、授 業改 善 に 向けた教 員間 の授業 評価 につ いて 開発す るこ と とした。

そ こで 、本研 究 で は、対象 分野 をr食 物jと 「福祉jに 股 定 した。r食 物」 につ いて は 、現

代 の食 生 活 の乱れ ・偏 りか ら 「食 育 」へ の期 待が 高 まって い る こ とか ら、 普通教 科 「家 庭 」

の指 導 内容 で も食 生活 を重視 して い る。 また 、食 生活 は 、毎 日の生活 に直結 す るの で 、生 徒

の 実践 力 を測 るの に も適 して い る と考 えた。 一方 「福祉 」 につ いては 、近年 の少 子 高齢 化 を

反 映 し、専 門教科 「福 祉j、 普通 教 科 ・専門教 科 「家 庭 」のい ずれ に も含 まれ る分野 で あ るが 、

それ ぞ れ の科 目の指導 内容 を どの程 度指 導す べ きか、 各科 目の 関連 は ど うな ってい るの か に

っ い て改 め て整理 を行 った。そ の上 で、教科 ・科 目ご とに 目標 を整 理 し、「家庭 維 合」(普 通 教

科 ・家 庭)、 「家庭 看護 ・福祉 」(専 門教科 ・家庭)、 「社会 福祉 基礎 」(専 門教 科 ・福祉)に お け る

高 齢者 介護 につい て 、それ ぞれ 授 業 で どの よ うに展開 す るか、授 業研 究 を行 うこ とと した。

n研 究 の 方 法

1実 践 力に つい て

本研 究で は、利 便性 の増 した 生活環境 の 中で生 活学 習 が 少 な くな ってい る、情 報量 の多 さ

に比 べ 実践 の場 がな い 、家療 の 中 での役割 が少 ない な ど、生 徒の今 日的課題 を踏 まえ 、「授 業

を通 して得 た基本 的 な知 識 ・技術 を 、自発的 に生活 の 中で生 かす こ とがで きる こ と」を 重視 し、

これ を 「実 践力 」 と名 付 けた。 高校 生の生 活環境 は多様 で あ るが 、 自分 の生 活 の 中で学 習 成

果 を活用 で き るこ と、 即 ち実践 力 を身 に付 け るこ とが 、家 庭や 社 会 生活 の充 実 向上 に向 けた

第 一歩 とな り、 これ か らの 社会 をた くま しく生 きる には 不可 欠 であ る と考え る.

実践 力 は 、実 践 に対す る意識 が あ り、実践す べ き 内容 と方 法 を理解 してい なけれ ば発 揮 で

き る もの では ない。 そ のた め には 、生徒 一人 一人 が授 業 を通 して何 を得 たか を明確 に把握 す

る こ とが重 要 であ る。 そ こで 、生徒 によ る授 業評価 、到 達度 評価 、教員 相互 の授 業評価 を活

用 す る こ とと した。なお 、授業 後 の意 識や 行動 の変容 に つ い ては、「プ レチ ェ ック」、「ア フ タ

ー チ ェ ッ ク」(食 物} 、「振 り返 りシー ト」(福 祉)を それ ぞれ 使 用 した。
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2ラ ボ ラ トリー メ ソッ ドに つ いて

授 業展 開に 当た っては、ラ ポ ラ トリー メ ソッ ド(注1)に よる体験 学習 を新 しく導 入 した 。

ラボ ラ トリー とは 、南 山大学 人 文学 部心 理人 間学科 の津村 俊 充氏 に よ る と 「他者 との関係 を

創 り出 しなが ら、 自分 自身 の こ とや 人間 関係 そ の もの をその 中で 主体的 に学 習す る場」 の こ

とで あ る。ラポ ラ トリー メ ソッ ドに よる学習 は 、《い ま、こ こ》での 自分 の 体験 を他 者 と とも

に 総 合的 に検 討す るこ とに よって変 化 ・成長 を生 み 出す 形式 なの で、r{ま さに)体 験(を 通

して の}学 習」 とかr参 加型 学 習Jあ るいは 「態 度学 習 」 と言われ る。 ラボ ラ トリー メ ソッ

ドに よ る体験 学習 に は、「仮説j、 「体験 」、r指 摘」、「分析 」 とい う4つ の 構成 要 素が 考 え られ

て い る。 例 えば、献 立作成学 習 の場 合 、 「バ ランス の よい献 立を立 て る」(仮 説)→ 「献 立に

基 づ き 実際 に調理 す る」(体 験)→r実 習結 果 につ い て発 表 す る」(指 摘)→r各 班 の献 立に

っ い て 評価す る」(分 析)と い う学習 の 流れ で ある。 この過 程 で個 々の生 徒 は 自 己の 知識 や価

値 観 を内省 的 に考 察す る。 そ の結 果、 自己の食 生 活 を見 直す 、食 に対す る関心 が高 ま るな ど

図1体 験学習のサイクル

[亜コ(硲 、[亜 コ

乗
の変 化及 び成 長 が生 じる。 単 に知識や 技 術 の習得 に とど

ま らず、 実 生活 へ 向か う内面的 変化 を もた らす ラボ ラ ト

リー メ ソッ ドは 、 「生徒 一人 一 人の 実践力 を高 める指 導ユ

とい う、本年 度 の主題 にふ さわ しい指導 法 であ る。 そ こ

で 、体験 学 習の サイ クル を生 か しなが ら授 業 を展 開 し、

生徒 の変 容や 成 長 をみ る こ とと した。

注1)南 山大学人文学部心瑳人聞学科 灘村俊充 「学校教青にラポラ

トリーメソッドによる体験学習を導入するための基本的な理論と実臨」

3「 授 粟 辞価」 を生 か した授 業改 普

授 業 改 善 のため に生徒 に よ る授 業評価 が有効 で あ る ことは言 うまで もな い。 生徒 に よる授

業 評 価 につ いては 、昨年 度 の本研 究 で も取 り上げた が 、各 学校 ・各教 科 にお いて様 々な評 価 票

が 工夫 され てい る。 本研 究で は 、教 員相互 によ る授 業評 価 を行 うた め、授 業評価 票 を閉 発 し

た(表1)。 この授 業評 価 票 には 、実践力 の 育成 とい う観 点 を盛 り込 んだ が、1単 位 時 問の授

業 力 を全 般 的に評価 す る こ とを

主 眼 と して い る(所 属校 や教 科

が 異 な る教 員間 で評 価す る こと

を 想 定)。 この授 業評価 票 は 、目

的 に合 わせ 、評価観 点 、評価 項

目、実施 回数 、時期 等 を選定 し、

教 科研 修 や校 内 の研 修 に活用 す

る こ とが可 能で ある。 評価 は、

「とて もそ うだj、 「あ る程度 そ

うだ 」、「あ ま りそ うで な い」、「全

くそ うで な い」の4段 階で行 う

こ と とす る。 表1授 業評価 寂(教 員相互)

生

徒
埋

解

生徒の実態(生 活・個性・関し・・レディネス輸 を把渥している。
.一 暫 昌一 占一 昌 昌一 一一 一

身近で.捜 業後に実珪繍 こ生か甘る教材 ・倣鱒 を溝定してい歳
.一 一 島一

生細醇 及々び全体とのコミ昌ニケーションができている。
昏'

生徒の意 見・反応 を大切 に している。 一　 一 　一 　

授

棄
展
闘

学習内容欄 を明確に示している。

心地よいリズムでメリハリのある授卿 がされている。

学習の逃み方・時㎜ 樋切である。

毒える時聞の疏傑等,生 徒の主鱒 加を大切にしている。

i学習成果を日常生活に生かせるよう隣L～・意欲を喚起したり亮屓釣に応用する方法を例示

している。

指

導
力

学習しやすい雰囲気づくりを行っている.篠 境劃 謄等}

適切で分かりやすい言葉をつかっている.

臼線や立ち位■停に工夫し、生徒全体に目配りがされている。

学習内容をフィードバックできるよう鵬 工夫 している。

醐 ・自己評価等を活用し、宴蹟捌 駒0『期待できる指導齢面を立てて㌃、る。

疑間を趣随的に艶展させる等、粛 ・臓見や情熱が感じらナしる。
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4rプ レ手 エ ック」「摂 り返 リシー ト」 に つい て

本 研 究 で は 、前 述 したr実 践力 」 の程度 を知 るた めの指 標 につ いて考 察 を行 った 。 一 定 の

知 識 ・技術 量 が生 活 の創造 の前 提 とな る 「食 物 」分 野 と、意 識 ・情動 の変化 が行 動や 生 き方 に

反 映 され る 「福祉 」分 野1こつい て 、異な る指標 と測 定方 法 を 考え た。

f食 物 」に つ いては 、学 習活 動 を始 める前段 階に知 識 ・技 術 ・関心等 を調 査す る 「プ レチ ェ

ック」(表2)を 行 う。 プ レチ ェ ックは、 「正 しい知識 が身 に付 い てい るか」、「具体 的 な実 践

を行 って い るか」、「発展 的な 内容 につい て興 味や関 心 が あ るか」 の三分 野 をそれ ぞ れ 二分割

し、計 六分 野 につ い て各 五問程度 を殻 問 し、 正解数や 該 当数 の結果 を レー ダー チ ャー トグ ラ

フ に示す とい うもの で ある。 視 覚 的に各 自が 自分 の優 れ てい る ところや 不足 してい る とこ ろ

が分 か るの で、生 徒 のみ な らず 一 人 一人 の生徒 の状 況 を把 握す る上で 、教 員 に とっ て も価 値

あ る資 料 とな る。 答 え合 わせや解 説 を通 して知 識 の獲得 もで き る。 学習 対象 が身 近 に感 じ ら

れ る等 の効果 もあ る上 、ア フター チ ェ ック を行 うこ とで 、生 徒個 々の学 習成 果や 変容 を通 し

て 「実 践 力」 を測 れ るこ とが期 待 され る。

「福祉 」 につ いて は 、「振 り返 りシー ト」(表3)を 使 用す る。 この シー トは、興味 ・関心 、

知 識 ・技 能 、実瞭 の行 動の 三分野 につ い て、自 己の変 容 を生 徒 自身 が記 述す る もので あ る。授

業 前 ・授 業 中間 ・授 業後 の変化 を追 うこ とで 、個 々 の学 習状 況や 変化 を把握 でき 、授 業 の 分

析 ・改善 へ の活用 が図れ る もの で ある。

表2プ レチ ェ ック(食 物)表3撮 り返 りシー ト(福 祉)

二〇轄無 を児てO愚 響を直いてくだ■el1

禍 埋1覇d、 雄 Ψ蘭,enlts」 ・。

や9う部 与頃 、τ緬 輩賦獅 廿に.

歯黙 £懲 瓢響f悌
コf・ ・tit"噛;.laefレ ご ず'酢,し99・ τ"

召:ヒ 臨 赤:。

下鯛 チ,一 ト㎜Eがr㎜ ・禰艦」m隈 喧で働静 ん尼猷 どoよ うに喧わ

⑪慌舳睡とし是壇&,ウeの 韓蟹こあ番と艦5督2λ レτF直い邑劇E.下 の望6に モ4墜
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●庫やo世管噸
オ欄

人 へUt巳Ap

り・跳● 二〃
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皿 研 究 の 内 容

1r食 物 」編Nr寡 庭総 合」・食 生話 の科学 と文 化N

(1)題 材 名 「献 立 の作成 」

(2)題 材 目標

栄 養 、食 品、調理 な どにつ い て科学 的 に理餌 させ る と ともに,食 生 活 の文化 に 関心 を もた

せ 、必 要 な技術 を習得 して充実 した食 生活 を営む こ とが で き るよ うにす る。

(3)本 時 の題材名 「献 立計 画 」

(4)本 時 の指導 目標

① 食 材 をバ ランス よ く組 み合 わせ て献立 を作 るこ とが で きる。

② 健 康 、味 、視覚 、時 問、食 材 の魅 九 栄養 、調 理変 化 、 環境 、消 費経済 な どの視 点 か

ら食 品 を選 択 でき る。

(5)題 材 の指導 計 画(6時 聞)

学習 評価の口点
指導項 目 ねらい 学習内容 殖態 関心 ・意欲 ・態度 思善 ・判断 鼓能 ・衰現 知麟 ・瑳解

1仮説化1
・献 立 〔昼 ・献 立作 域 ①講璃 ・食品騨や一汁 二 ・献 立改 善 ・献立作成 ・厭立作峨の方

献立作成 食)を 作成 で考慮すべ ②献立作 菜 を身えて献 立 につ い て考 がで きる。 法 、必璽な調窟

(2時 間) す る き視点を整 成 作成 に取 り組 ん え るこ とが 方法、翼理技褥
・バ ラ ン ス 碗する. で い る 。 で き る 。 を 理 解 し て い

につ い て考 る.

え る.

腱験1 ・摯 儒 .劇 ・作 乗 能串 実習 ・実習妓 能を高 め ・実 習 の 臼 ・偶 理 の 作 ・実習結県 を客

網理実習 理手順 と片 がは か どる よ う と し て い る 。 曲 、 作 桑内 桑能串向上 鳳的に捉 え、評

{2時 間) 付け等調理 よう翻理計 響 を理僻 し に努 めて い 価 できる。

作業の流れ 画を把撮す て い る. る 。

を 確 認 す る.

る.

協摘・釧痢
・食 品摂 取 ・意見 交換 ①購繭 ・様々な槻点か ら ・バ ラ ン ス ・ま と め の ・作桑内容 を瑳

栄姜パラ 量 、 価 格 、 が しやすい ② グ ルーヅ 献 立を提 え、判 断 評 価 の 目的、 内審 につ い 鰹 して いる。

ン ス評 価 廃 棄 量 、時 雰囲気作 り 学習 で き る. 作巣内響 を て 、適 切 な

{2時 岡) 聞 、 価 絡. を心がける. ③討議 珊解 してい 衰現で莞衰

(本 蒔 》 健康面につ る. で き る 。

いて意見交

換 す る.

(6)本 時 の 展開(全2時 間50分X2時 間)

鴎 轍 獅 の指導・支援 評価の基準と評価方法

獣 (1)本 時の学習内容を理解する。 ・前回の輿習報告書を返却する。 ・前回の作業内容を理

10分 解し唱 ・る。

闘 (2)実 習鞍告書をまとめる。 ・3人弟レーブの編成 ・バランス評価の日的、

40分 班ごとに提示賢料㈱ る。 ・工夫した点などを考えさせる。 作業内容を理解してい

①食品硝il蹴 の日安の充足率 ・黒拒に完成した献立 ・料理の写真を掲示し、実習 るカ㌔

②環境(ゴ ミ、農薬1 の内容を振り返ることができるようにする。 ・様々な観点から献立

醐 ・画用紙 サインペン、マグネットなどを用意する。 を捉え、半蜥できたカ㌔

④予算 ・作業内容を理解して

30分
鰍 いるカ㌔

10分

〔3)班 ごとに実習結果について発表す

る。{各班2～3名)

・発表するポイント{①から④の内容を必ず含む)

を伝える。

・まとめの内容につい
,

て.適 切な表現で発表
・欠席者のいるグループには、役割分担等を提示し、 できたカ㌔

発表考の意欲を高める。

〔4)評 価 ・投票する。 ・投票の準備をずる。 ・様々な観点から献立

①各班の献立について検肘する。 を捉え、半蜥できたカ㌔

¢)各班の作成した献立を評価し投票する。

まとめ {5)全 体の感思をまとめる。 ・講評する。・日常の食事では、誰かが献立作成を工 ・実習結果を客観的に

10分 夫していることに気付かせる。 捉え、評価できる。
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(7)ま とめ

今 回 は 、食物 の 知識や 技術 、行 動 を総 合的 に捉 える ことを献 立作成 の 目的 と した 。 献 立

を作 成す る学 習に は 、「作成時 間 が十分 に確 保 で きな い」、「評価 の観 点が 栄養 だ けに偏 りが

ちで 、栄 養 以 外の 作成 要素基 準が 不 明碓 で あ る」等 の問題 が ある。 そ こで、栄 養 だ け に絞

らず 、指 導 内容 を経 済性 や環 境 問題 に も広 げ、数 多 くの要 素 を盛 り込み 、一汁三 菜や 五味 、

五 色 な どにつ いて も考 えを深 め る授 業 を展 開 した。

班 ご とに話 し合 いなが ら献 立 を作成 す る過程 にお い て は、生 徒 は個 々の食 の好 み や 能 率 、

技術 や 彩 り、分 量 の変更 な どに配 慮 しなが ら作業 を して いた 。 これ らの行 動 を学習 者全 体

の 共 通理解 と して ま とめてい く時 間 を確保 す るこ とが で きれ ば 、献 立作成 の基礎 基 本 と献

立 作成 の応 用 的 な概 念 を確実 に定 着 させ るこ とが で き る。

調 理 実習 後 の授 業 では 、献 立作成 の理 由 を班 ご とに発 表 した後 、生徒 間の相 互評 価 を投

票 とい う形 で行 っ た。 栄養 バ ラ ンスは食 品群別 摂取 量(4群)で 、経 済性 は作業 時 間 と価

格 で 、環境 は発生 した ごみの 重量 でそれ ぞれ を数値 化 した。投票 の観 点 としては、「栄養 バ

ラ ンス」、 「経 済性 」、 「環 境面 」な どと し、その 総合 点 で評 価 した、 生 徒 の相 互評価 の結 果

で は 、栄養 バ ラ ンスが優 れ てい る班の献 立 につい ては 、高 い総 合評価 に結び っか なか った.

例 え ば、和 風 ハ ンバ ー グの献 立を 立てた班 で は、普 通 のハ ンバー グよ りも栄養 バ ランス が

よい に もか かわ らず 、作 業時 間が かか るた めに全体 評価 は低 くな った。 また、 スパ ゲテ ィ

の 献 立の班 では 、材 料費 が低価 格 で調理時 間が 短時 間 で あ った ため に総 合的 に 高い 評価 に

な っ た。今 回の栄 養評 価 を数 値 で評価 す るこ とは 、生徒 に とって調理 時 間や ごみ の 量な ど

に比 べ て 、難 しか った とい える。4群 の摂 取量 での 比較 よ りも、摂 取 カ ロ リーや 食 品数 な

ど一っ の数 値 で 評価 した 方が栄 養 面が反映 されや す くな る。 ま た、授 業展 開の 工夫 、発 表

後 の整 理方 法 、発 表 のた めの 事前指 導 な どにつ いて は、授 業 者 が作 業内容 を精 選 し、作 業

見 本や 発 表 の趣 旨 な どを明確 に示せ ば 、 よ り意 欲的 に取 り組 め る よ うに でき る。

ま た、生徒 の行 動 目標 は、「栄養バ ランス な どの さま ざま な観 点か ら献 立を捉 え判 断 で き

る」 と設定 す る こ とに よ り、 達成 で きる。 しか し、栄 養 バ ラ ンスに 対す る 「判 断」 につ い

て は 、生徒 の判 断 が不 十分で あ ったた め、今後 の授 業で理 解 を深 め、栄養バ ラン スの必 要

性 を強 調す る必 要 があ る.

・トマトソーススパゲティ ・豚肉と卵と野菓の妙め物 ・豆腐ハンバーグ

・コンソメスープ ・けんちん汁 ・自粟とベーコンのスープ

・レタスときゅうりのサラダ ・野菜サラダ ・ポテトサラダ

写 真1各 班 の献立 の 記録(一 部 械粋 〕
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2r裾 祉」 編

{1)三 科 目の比較

普 通教 育及 び専門教 育 に関す る教 科 「家庭 」 及び 「福 祉」 に は、高齢 者 に対 す る介護 や 看

護 を扱 う科 目が あ る。それ らの科 目 「家 庭総合 」、「家 庭看 護 ・福祉 」、「社会 福祉基 礎 」につ い

て 、それ ぞれ の 目標 ・内容 に照 ら した特 徴 的 な単元 を設 け、授業 展 開 を図 ってみ た。

表4三 科 目の比 較表

科

目

の

目

標

対
応
す

る
内
容

単

元

ね

ら

い

蹴
人の一生と家族、子どもの発適と保育、高齢者

の生活と福祉.衣食住、消費生活などに関する知

厳と蹄 を㈱ 二習得させ 生活翻悶龍を圭体的

に鋼快ナるとともに、

と2

硫齢者の生活と醐

㈱ 碕 の特徴と生活 伽鰍こ伴う剰監
生活の環状と課題、適切なかかわり)

②㈱(高 帥社会の現状と駆1滴 齢者
福槌の墓本現念、擢阯サービス、家抜・地域の

鋤
③庁謹の基蓮(㎜

高膚嚇 護の心構え、コミュニケー・シ日ン等

高自賭 を招いての交流括動

近隣の高齢者Lを摂彙に紹き、実旧に対話するこ
と(生居詩 代の剰ヒ樒祉刷 姓 欄
を通し、一 や課魑を学哉 高齢者に

対する共感の思いを青℃一 こ関す
る興味・関心を高める.

繍 ・福祉

病妙 刊防と家庭醸.高 齢者の介護などに関

する知職と披術を習得きせ、家旋や商節者の健摩
瞥理とともに、一

る能力と態度を青てる.

一 瞳とサービス》
Φ酬 ヒの進展と社金福祉

②高脅㎜ と制度
③廉健・鯨 ・福出ト ビス
儲齢暫の自立生括支援と介鰹)

①高齢青の心身の特徴

②自立生活支擾の考え方

像庭聰 と州匪の実勘
一
②介謹の実暫

高齢者の自立支援と介護

施設での体験学習を挟み、介護を必要とする高

齢者に棲する態度・敬意を青てるとともに、社会

的感受性、コミュニケーシコン能力の闘発を図

る.認 知症高■国墜串に対する珊解を進め.r人 間

のr蜘 をeるfMの 在り方についてmLma

を高め哉

購
社会福祉に関する基礎的な知臓を智得さ

せ,拙 におけ

を麺幽障ナるとともに、制脅翻嚇_舳 を図る

俺力と態度を青てる.

{社会播祉分野の現状と課題}
高齢者欄喀者福祉
轍
(社会福趾の担い手と播一

独居高齢者を地域で支える

「最期まで自宅で幕らしたい」という思い

に応えるための方策を考えながら、㎜

裾 艘 や地噛播祉資漂《の週解を煉める。地

壊福祉の担い手としての自己の責癌について

も考えさせる。

{2)「 家 庭総 合 」にお ける福祉 教 育の授 業展開

ア 単 元名 「高齢者 の生 活 と福祉 」

イ 単元 の 目標

高齢 者 の心 身 の特 徴 と生活、 高齢 者 の福 祉 な どについ て理解 させ る と ともに 、介 護 の

基礎 を体験 的 に学ぶ こ とを通 して 、高 齢者 の 自立生 活 を支 え るた め に家族や 地 城及 び 社

会 の果 たす 役割 につ いて認識 させ る。

① 加 齢 に伴 う心身 の変化 と特徴 に つい て理解 させ る と ともに、高齢者 の 生活 の現 状 と

課題 にっ い て認 識 させ 、高齢 者 との適切 な かか わ りにっ いて 考え させ る。

② 高齢 社会 の現 状 と課題 につ いて 考え させ 、高齢者 福祉 の 基本 的 な理 念 と高 齢者 福祉

サー ビスにつ いて理 解 させ る。

③ 日常生 活 の介 助 を体験 的 に学 ぷ こ とを通 して 、高齢 者介護 の 心構 えや コ ミュニ ケー

シ ョンの重 要性 に つい て認識 させ 、高齢 者 と適切 にか かわ るこ とが で き るよ うにす る。

ウ 単 元の指 導 計画(全14時 間 本時3.4時 間 目)

学習 学 習 繍
指導項日 ねらい 内容 形態

関 心 ・意 雛 ・● 度 思考・判断 技能・i餓 知厳・理解

凶 旦 加齢に伴う変化を インスタ 贈 高齢者網墜体験に 高齢者の心身 贈 鰭 とのかか 加鰍こ伜う心身
体験し高齢者の生 ン トシ= 稽極的に取り組ん の撒 の一般 わり方について の変化と特徴に

高直緒を理解する① 活を理騨ナる、 ア体験 でい る。 的変化と個人 まとめることが ついて理解する

差についで気 で きる. こ とがで きる.

(2時 摺D
付くことがで

きる。
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圏 高齢者とのコミュ 高帥者を クリレー 融 鰭 の生話に関 麟 高齢者と適切に 一
ニケーションを図 招いて交 瑠 心をもち、適切に の覗献と課題 かかわり、心身の 制 二ついて理解

商齢者を鮒 る②
り.異曲陛潤での情

報交蜘を行う。嘱齢

轍
偶世代

かかわるうとして

いる.

について具体

的に身える二

糊藍や生活の境
状について蘭き

することができ

を

(2時働

㈹

者を迎癬しようと

する臓 を身に付
け軌

闇 コ

ミュニ ケ

ー シ ョ

とができる. 取ることができ

る。

ン〕一
幽 高齢社会の現状を 細 クワレー 一 我凸咽の高齢 聞き取りをもと 一

理解し、今後の課留 の現状と 篇 悶 について身え `㎜ に高画㎜ 暁 や陳題について

高齢牡会を知る
について考え為 聰 ようとしてい義 まえ袖会の県

たす役割につ
状と課題につい

て隅ぺ.発衰する

理解することが

できへ

(2躍澗}
擬 り返リ

シー ト紀

入

いて気付くこ

とができる.

ことができる.

幽 地尉箇出こ朋する 蹴 畑 自立支擾の在り方 近隣の高齢者 地域のi舶制ヒや 一
仕事をしている方 脚 などについて考え の状況を踏ま 自分達にできる 本的な理念と福

生i舌支援と地域福祉 と直棲話をするこ 棚 瀧 ようとしてい軌 え.自分迎にで ことは何かをま 祉サービスの概

とにより、今自翁に ポランテ きることは何 とめ筍ことがで 要について理解

(2哨 ㈹
できる榊 噸

考える.

イア括動 かを具体的に1
考えることが

きる. することができ

軋

でき弧

圃 加齢に伜う認ヒを ㈱ 姻 高齢者の食薪二つ 日常生括の介 高鱒唐動喰べや 高齢春に対する
勾竃し,食ぺ雫すい 食事の計 いて肥bをもち食 助 こついての すい献立にっい 共感の大切さを

高齢者を介瞳ずる① 食品・献立を考え,

謝 臥

圃 嚇 螂 吸び
食事の介助につい

糊
留慧すべきこ

て考え,鷲 酎 る

ことができる.

理餌することが

できζ」

(2時 ㈹
介馳方法を工夫す

る.

て考えようとして

いる

とについて脅

えることがで

きる.

圏 潔デイメカニクス 制 轍 介護oし購えやコ 高齢者の立鳩 饗蒙よく体位変 安全な体位変換
を活用し皐イスの 車イスの ミュニケー シ 日ン に立ち、安心し 換茂びゆイスを 最び珀阿スの榛

高齢者を鮒 る② 操作吸㈱
を掘こ付けさせる.

介助

バリアフ

の窪り方について

考えようとしてい

て住める住澱

境について考
榛作す番ことが

できる。

作を身に付け、

配慮すべきこと

介護しやナい住環 り一 る。 えることがで を理解すること

(2時 陶 境を考える。 き{」 ができ る。

ユ ニ ノ専一幽 身近にあるユニバ 鞭 誰もが■らしやす 身近なユニバ 基ヰ的な点芋の 障害者の生活を
一サルデザインに サルデザ い生活魔境につい 一サルデザイ 使い方を知り、い 理解するととも

気 付か せ、ノ・-7ラ イン て閥応をもち、環 ンに鮒 き、誰 ろいうな表現の にノー7ラ イゼ
ノー マ ライゼー シ ョン イゼーションの理 ㎜ 實習 境護賞に積醐 こ もが使い専す 仕方について考 一ションの理念

(2哨 閏}
念を紹験ナる. 者による

点字轍霞
取り組もうとして

いる。

いモノについ

て具体的に考

えることができ

る.

を理解すること

ができム

擬 り返口 えることがで

シート紀 きる.

λ

(3)「 家庭 看 護 ・福 祉 」にお け る福祉 教 育の授 業展 開

ア 項 目名 高齢者 の 自立生活 支援 と介護

イ 本時 の題材 名 自立 生活 支 援 の考 え方

ウ 題 材 目標

介 護 を必 嬰 とす る高齢者 に接す る怨度 ・敬 意 を育 て る とともに 、高齢者 福祉 に 主体 的

に取 り組 む態 度 、社会 的感 受 性 、異年齢 との コ ミュニ ケー シ ョン能力 の開発 を行 う。 高

齢 者 に対 す る理解 を深 め、「個 人の 尊厳 」を守 る介 護 の在 り方 にっい て、関心や 意欲 を高

め る。

工 題 材 設 定 の理 由

進 行す る我 が国 の少子 高 齢化 の現状 と課題 を理解 させ る とともに、 高齢者 との 交流 を

通 して 、生徒 の コ ミュニケー シ ョン能 力 の向 上を 図 る こ とをね らい として、本 題材 を設

定 した。
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オ 本 時 の指 導 目標

高 齢 者施 設体験 の個 々 の体 験 を グルー プ討議(KJ法 的手 法 に よる)で 共有 化す る過

程 で高 齢者 個人 の生活 の歴 史 を知 るこ とは 、個人 の 尊厳 を守 る介護 の実践 とな る こ と、

ま た、 自立 支援 は高齢者 に生 き る意欲 を もたせ る こ とを理 解 させ る。

力 単元 の指 導計画

「家 庭看 護 ・福祉」 の授 業 で は 、年 間 を通 して ラ ポ ラ トリー メソ ッ ドを活用 し、体 験

学 習の サイ クル を組 み 込 んだ指 導 を行 った 。社会 的感 受 性 を育 て るた め の第 一 の体 験 と

して 、イ ンス タン トシニ ア体験 、 車 いす試 乗 、施 設 見学 、 普通救 命救 急講習 、 自由課題

ボ ランテ ィア を行 い 、高齢 者施 設 体験 学習 を前 に 、体験 学 習 のサ イ クル にあ ては め 、生

徒 個 々 に積極 的 に高齢 者 とか か わ るた めの 目標 を 立て させ た(仮 説化)。 事 前学 習 は、思

考 力や 、 コミ ュニ ケー シ ョンス キル を高 め よ うとす る内容 で 、敬 意 を示す態 度 、話 し方

を学ぶ こ とがで き るVTRや 絵 本 な どを活 用す る ととも に、生徒 相互 の意見 交換 も取 り

入 れ 、生徒 の経験 を共 有化 で きる よ うに した。本 時 の特 別 養護老 人 ホー ムで は、50名

のデ イサー ビスの高齢 者 に対 し、少人 数 に よる2班 に分 か れ 、体 験以 外の班 は 、 ケ ア ワ

ー カー の方 の話 を聞 くこ と とした 。A班 は、 リコー ダー の 、B班 は校 歌の練 習 を し、 自

己紹介 とともに按露 して か ら、高 齢者 の 中 に入 った。 本 時 は グル ー プ ご とに、荷讐 を使

い 感想 を書 き並 べ共有 化 を図 る内容 で ある。本 時 に至 る まで の展 開 を示す。

履開 ね らい 学曽内導 学貿瀬幅 観轟霧評価

闘伽 鴛敏 ・薗虚 轟雪・鵯断 随圏磯珊 鮒臓・塑卿

体 馴 ・生◎ について考える。 応急手婁 構遁化され膚■に意敏的に夢購急を郵す6判噺力 尽怠 手 当、心飾 蘇 竺動の尊さを感じ.
前 躍
5叩 ■唖閏

・俸験学■を通L、 尊い生

動を激 う二と雌で 魯る二と

を遍鮮† る.
・高齢看 セ知6.

曽 通敷 動 講習1-一 輻F改 イ ン ス

タ ン・トシ ニ ア 、 富 椅 子 腎 櫨 瞭

見 学)

自由陳 ■ 「ポ ラン テ ィア 」

た ダル ー プ

学晋

加していも
ポヲンティアの り一

ダー にな匂、計 闘を
立て6こと訓で妻ろ.

の必翼性セ理鵤して
い蚤.

生、自動健外除緬受
勘駈を正しく貫■す

番二とがで魯る.

豊脅活動の■要憧を
瑠鯛してい軌

招 欄 ・体験学習の塑 り運 り.内 些有 した帥聞 と空聞の確固 講 職,ワ ー 病気・怪歌の予防に 高齢看の心身の変 宴習の翻的を■鮮し 話し合い盈通 して,
2晦 聞 盾と典有. ク シー ト祀 闘心をもち,高 齢化 化について理溺で書 内省をワークシー ト億 考理飾 、気付舎を

・高齢期 の心身の壷化 を理 コ ミュニ ケー シ5ン の話 鱈 λ 、 蟹 り 迎 による心身の蛮化に る. に駆λでき6 典有で毒衝.

解す る. リ グル ー プ 開心をもつことがで春
・生"に ついて考えO. 聴5の 仕事や置■の融陪 噛 ろ.

分 祝 ・高齢奢の健蜜 と痢気につ ともに 生 活† 葛 心褥 え、 分 瞬鵬 高齢看の縛搬に盟 ノー マ ライゼ イシ■ン ことば使い、櫓 †ろ 高齢審の在宅幅祉 ・
2時 聞 いて現鵤す乱 霞、槻馳,曳 損 を知凸. 心セもつこと那でき について尋え,1Eし 艦度 の 大切 さ髪知鮨設帽祉の現状に

・自立支擾 と介麹について ΨTR視 聴 愚.高 帥智橘祉 にか い刷断雌で愈蚤.寒 り,思いや りあゐ幅魔 つい て理 鵤 して い

現鮮† 番. かわろうと†番藺度が 厭.心 のあり方の六 を覆揖で雪る。 6。

見られろ. 切さに気付く.

伍臨化1 ・主儒的に高齢奮 とかかわ 君人ホ・一ム体願 に向けて 臼分 講駿 人聞の尊蝕について 施絵輿習を通して高 宴習の目的をワーク翼介曝看の状況に
ろ うと†O慧 敏を青て6. 自身の 目標を立 て{1.高 齢者 闘心をもち、意欺的 齢者 を支榎す6こ とシートに配λ でき6。 応じた自立支擾の方

との壇植 的かかわ ロ壱瑚網 † に ■禰 を立 てられ 那できoこ と、白分も 書ちんとかかわりの線 強にういて瑠飾 して

2噂冊 ・高蛉暫の自己訣定に基づ 凸.{自 己館 介.駄 の亮衰な㎝ た. 人聞鱒係総力が向 ■セ†ること性徹 慧 い{L

く自立生括支極が重璽であ どの繍■) グル ー プ 肘 上でき凸と尊 餌して を示すことにつなが

る二とを理鵤†る 駄 絵本音胱 い義 凸

体 験 ・地域交嵐 高齢看 とのふ 2チ ー ムに分 かれ 石.① デ ィ ⑪ ディ ホ ー 棚々而 高齢 看の極 商齢看の意敏を引き 自己紹介を通して心 老化に伴う様溜な縫
れ あい.デ イサーピスの方 サー ビス壱知番.② ホームの ム の方 との 干セ杷祖 し、積極的 出†ための勾協をしを通わせに とができ審について如 る二と
の生括の麗吏 を聞く. 方の仕事体願 晦を闘く. み れ あ い 翼 にかかわ蚤ことができ た. 5.駄 ・リコー ダ ー を ";で 毒衝.駆 知 症 に

習 ② 講 職 た 心を二めてで含ゐ.寧 ついて知る.施 瞭の
・みれあい壷過して.偶 人の 高齢看のそれ ぞれが貰な る人 名 軋 をつ け 椅子セ正しく握うこと仕事を理鰐†歳

プロセス値 薗}豪見る唇盛墾 生騒願をもつ 二とに気付 く. る. ぶで魯軌 う重く手を

4時 聞 う.敬慧薯乗す薗霞壱とること昌人名で呼8 引く二とができ馬

雌で倉る.
・肴別費纈岨人ホーム当…難

蚤.

摺 摘1 ・体蟄学響を過 して、高齢 高齢看 とのかかわ リカ ・●知 複聴 覚韓阿ビ 佑験 掌習 の 日禰に プロセス雌作られる二高齢看橿 性の課 騒 欄人の尊厳とは 、一
看の プ ロセス 【生指 の歴 直 のビデ才視翼.高 齢看それ デオ.喩 率の つ いて、ふりか える、 とを飼 り、30,50年 後 について、自己の勾 入一人炉昌な弓存在
史〕 を知 り、そのプロセス ぞれ雌員な6人 生軽験 をもつ 括用.グ ルー これからの自分の在 の臼分について、年 えを亮衰†■こと雌 であ り、一 人 一 人 の

本 時 に働 きかけゐカ.モ のプロ 二 とに 気 付 く。{湛 に 浄 乃}」罫プ尉嵐 色別 吻 、生きろ意歌セ青 のとり方、生き方につ で創5. 感情や慧思や生き方
2噂 聞 セスに生台6力 を胃てよう 氷山} カー ド配λ→ てδ高齢者とのかか いて身え、遵踏 回課 が六切にされゐこと曹

と† 番価度む宵て軌 直己快建が不可能准場台 ど う葺 顕 → 舞 膚 わりにういて母え■こ をたτ6こ と那 でき 心で理鱒すゐ.

自立生括 支膿は、人聞の尊 † 石か ラー マ死見 と均`で唇た. 戯
蝕を守 勧担勅であるこ とを 露知症などで,臼 己
知 る. 決定で曹ないと唇の

蓼を懇橡し、脅える二

とがで創臨

一91一



キ 本 時 の展 開(全2時 間45分X2)

区分 学 習 活 動 教 師 の 指導 ・支提 評価の焼準と評価方法

導 入 {1)本 時 の学 習内婁 と目標 を確 〈出席番号順 〉 ・施設 の高齢者それぞれが、個々

15分 翻け る. ワークシー ト記入{課 題資料1) の 異なる人生槻 をもつ ことを感 じ
・体験学習擬 り返 り ・絵本 を航む。絵本の高齢者 の認知症が回 た か 。

。目標の逢成状況を確認す る。絵 復 するきっかけについて考 えさせ る。 ・個 人名 を覚えてきたか.

本 を通 し、海 に浮かぶ氷 山の例 を ワー クシー ト記入が できる。

知 る 。 〔コ ン テ ン トと プ ロ セ ス を 知 る.)

展 闘 (2)学 習 者 自身が佑験 した こ と〈グループ別 〉

確協 し,鱈 の人と共有す る。 KJ岳 的手法によるカー ド記入(付 箋) ・共 に体験 した人の気付 きを理郁

〈グループ討議 〉 討継のルール確認 し て い る.

① 気付 きをカー ドに記入 ①守秘継鴨②傾聴の婁勢③強制 しない④否 ・高齢者個 々のプ ロセ スを知 るこ

・デイ ホーム利用者 ・高齢者の話 定 しない とは出衆たか。

・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 話 題 ・個人の気付 きではなく、共 に体験 したメ ・認知症 を理解 してい る。
・施設の設備 、仕継み、働 く人の事 ンバーの気付 きも共有 し合 う。(偏 った視野 ・高 齢 者 との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

② カー ドのグループ分け に陥 らないために重要〕(指 摘=非 難 に しな 能力 は、相 手を敬 う心.自 分 も心

60分 ③ グループに一行見出 し作 り い} を開 き、寄 りかか る心か ら始 まる

④班ごと発表 ・佐験 した ことの中から ,臼 分 と他者(高 ことを知 る.

⑤慢桑目標についての討議 齢看〕 との関係や グループの様子を見定 ・1時問の施 設体験学習 で、個々の

3つ の柱 め る,見 つ け 出 す. プロセ ス知 ることはむずか しいこ

・ 生 きる意欲 ・高帥者施股体験か ら学んだこ と. とに気付 く.

・ 個人 の尊厳

・ 自立生活支撰

まとめ (3)本 時 のまとめ
・個人の尊厳 を守るかか わ り ・姿勢 とは , ・佃人の茸厳 を守るとは、一人一

15分 これか らの自分 個 々人の もつプ ロセ ス融大切 に思 う心であ 人が具 なる穿在であり、一人一人

・ 高齢者 とのかかわ り るこ とを伝 える. の感情や奪思や生き方が大切にさ
・30年 後 ・自立生活支棲は、人間 の尊厳を守る棲助 れることを理解 している.

・60年 径 であることを伝 える。 ・どのよ うに年 を とるのか 、生 き

次回の授業の連絡 方を考え る.

・高齢者の食事、献 立作成

高齢者施設での体験学習の後、感想をグループで共有しあう生徒

たち(KJ法 的手法を用いて、個々の感想 ・疑問を次々と自由にカー
ドに記入 していく→グループ化 し、タイ トルを付ける〕

写真2話 し合 いの様 子

ク ま とめ

今 回 の研 究で は 、概 念 学習 だ けでは な く、実践力 を育て る体 験学 習 を ラポ ラ トリー メ ソ

ッ ドのサ イ クル を活用 し行 った。 「自分 は高齢者 とふれ あ うこ とが で き るのか 」、「手 を握

り共感 す る こ とがで き るのかjと い う自己理解 ・他 者理 解 を求 める内容 で あ った。

施 設 体 験時 、自己紹介 した こ とに よ り、「学 校 は ど こに あるの かい」な どの 問い に対 して 、

コ ミュニ ケー シ ョンが 上手 く取れ た生徒 もいた。 リコー ダー を一 生懸命 練 習 した こ とは 、

高 齢 者 を敬 う行 為 であ った ことに気付 く生徒 も多 くい た。 逆 に話 しか けて も返 事 を しない

高齢 者や 、施 設の患 痴 をい う高齢 者 もいる こ とか ら、 あ りの まま の相 手 を受 け入れ る こ と

が 、個 人 の尊厳 を守 る行 為 で あ るこ と、相 手 の要 望に気 付 き援 助す るこ とが 自立支援 で あ

る こ と等 、生 徒 はか らだ と心で理 解 で きる授 業で あ った。

振 り返 りシー トには 、「看護 ・介 護 に関す る技 術や 思 いや りは あって も、なか な か行 動 に

うっせ ない。 で も、倒 れ た人 に声 をか けた り、電 車 の 中で席 を譲 る ことはで き る と思 う。」

「実際 に体験 した こ とで 考 え方が 大 き く変 わ った。」 な どの感想 があ った。

本 時 で は 、KJ法 的 手法 を用 い 、意 見 ・気付 き ・感 想 を書かせ た が 、 ま とめ が難 しく、

付 箋が 混在 して しま うこ とにな った。健 康 が大 切で あ る こ とな どの気 付 きは あ った が それ

ぞれ の将 来 を考 え る こ とは難 しか った よ うで あ る。
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IV研 究 の 成 果 と 課 題

1「 プ レチ ェ ック」「隷 り遮 リシー ト」 を活用 した授 業 改普

本研 究で は 、課題 を見 出すカ と生活 の充実 向上 を図 る態 度 を身 に付 け るため、 生徒 自らが

自分 自身 を見 つめ直 す き っかけ と して 「プ レチ ェ ッ ク とア フ ター チ ェ ック」、 「振 り返 りシー

ト」 の到達 度評価 票 を活 用 した。

「食 物」分野 にお け るプ レチェ ックで は、「調 理 の実 践」に関す る設 問で 「実践 を行 って い

る もの が一つ もない」又 は 「一 っ のみ」 とい う生 徒 が50%以 上 を 占めた。 「調 理 の 知識 」、

「食 文化 ・マ ナー 」、 「食 の安 全 ・環 境」 の 正解 率の高 さ と比 較す る と、知識 は あ る もの の 実

践 が 伴 わ ない実態 が顕 著 に表 れ た。一方 、r日 頃 の正 しい食 習慣 」の設 問 に半数 以 上が 「実 践

し、知 識 が あ る」 と答 えた裏 で 、「栄養 及び食 品 の知識 」の正 解率 が低 い こ とが判 明 した 。 こ

の こ とは、栄 養や 食 品へ の正 しい知識 を身 に付 け る こ とが食 習慣 改 善 の大 前提 に な るこ とを

示 す もの であ る。 これ らを受 け生徒 の 実情 に留 意 して授 業 を行 った結 果、 学習後 の ア フ ター

チ ェ ックで は 、3分 の2の 生徒 が 家庭 で食 に関す る実践 の機 会が 以前 よ りも増 えた と回 答 し

た。

「福祉 」分 野 の 「振 り返 りシー ト」 で は、多 くの 生徒 に 「自分 の人 生や他者 の存 在 へ の理

解 が深 ま り」、 「高齢者 や 障害者 を援 助 しよ うとい う気持 ちが高 くな る」傾 向が見 られ た 。 そ

れ らに比 較す る と伸 び率 は小 さい ものの 「援助 や ボ ランテ ィア活 動 の実践 」で も成 長 が見 出

せ た。実際 に高齢者 とふれ あ う体験 学習 を授 業 に取 り入れ た ことの効 果 が大 きい と思 われ る。

実践 に関す る項 目で伸 びが ない生 徒 に関 して も 「高齢者 の気持 ち を理 解 で きる よ うにな りた

い」 「自分 には不 足 してい る とこ ろが 多い 」 とい った体験 を通 して の理 由が 挙げ られ てお り、

実践 に向 か う意欲 は けっ して低 くない こ とが推 測 され る。

教 員相 互に よる授 業評価 で は、実 際 に評価 を行 い 、そ の結 果 を もとに授 業者 と参 加者(評

価者)で 学習 指導案 を練 り直 した。 この 過程 は 、授 業担 当者 に とって も参加者 に とって もた

い へ ん よい経 験 とな った。 「教 員相 互 の授 業評価 」 につ い ては 、「評価 者⇔ 評価 対 象者 」 とい

う構 図 で は な く 「よ り良 い授 業 づ く りの 仲間 ・専 門集 団」 とい う位 置付 けで実 施す る こ と、

何 のた めに授 業評 価 を行 うの かの確 認 が 大切 で あ る と実感 した 。 「練 り直 した授 業案 に 沿 っ

て の授 業 → 再評価→ 更な る授 業改 善1が 今後 の 課題 で あ る。

2生 徒の 実蹟 力 を畜 め る授 薬 改善

本 研 究 は、教員 聞 の授 業評 価 、生徒個 々の変 容 を指標 化す る 「プ レチェ ック とア フ ター チ

ェ ック」、 「振 り返 リシー トjを 中心 に授 業改 善 を試 み 、一 定の成果 を挙 げ るこ とが で きた 。

生徒 個 々を理解 し、そ の 日常 生活 へ の実 践 を企 図 した授 業 を展 開す る こ と、授 業 を生徒 や 他

の 教員 の視 点(評 価)を 加 えて よ り良 い ものへ作 り上 げ る こ とが、家庭科 ・福祉 科本 来 の 目標

で あ る 「創 造 的能 力 ・実践的 態度 」 につ な がる。若 者 をめ ぐる様 々な問題 が指 摘 され て い る

今 日、家 庭科 ・福祉 科 教 育にお け る 目標 へ 向 けた取 り組 み とその努 力 は よ り重 要 で あ る。生徒

の実 践力 を高 め るため には 、毎 時間 、授 業 に工夫 と改 善 を行 いなが ら努 力 を重 ね 、 また 、そ

の 努 力 の成 果 を教 員 間 で共有 化 してい くこ とが重 要 で ある。
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